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死者 行方不明者 死者 行方不明者 死者 行方不明者 死者 行方不明者

（人） （人） （人） （人） （人） （人） （人） （人）

宮古市 １６ １ 仙台市 ５ いわき市 ２
２４２ １２

大船渡市 ３ 石巻市 ２０ ７ 相馬市 １０

一関市 １ 気仙沼市 ９ 南相馬市 ９

陸前高田市 ５０ １ 名取市 １９ １ 楢葉町 １

釜石市 １４ 多賀城市 ２ 浪江町 ４

大槌町 １６ 岩沼市 ６ 新地町 １

山田町 ９ 登米市 １

岩泉町 １ 東松島市 ８

田野畑村 ４ 大崎市 ２
計 ２７

野田村 ３ 村田町 １

計 １１７ ２
亘理町 ２

山元町 １２

七ヶ浜町 ２

女川町 ５ ２

南三陸町 ４

計 ９８ １０

（平成23年11月24日現在）
【岩手県】 【宮城県】 【福島県】

東日本大震災における消防団員の死者・行方不明者数 資料６

（１）水門閉鎖中の事例

○ 事前命令により出動した２名が、水門閉鎖中に津波に巻き込まれ犠牲となった。（岩手県釜石市）
○ 職場から居住地の水門の確認に向かうと、近くに住む高齢者が水門を閉めていたため、その高齢
者に避難を指示し、水門を閉める作業を行っているとき、津波に巻き込まれ犠牲となった。

（宮城県石巻市）

（２）水門閉鎖後の活動に関する事例

○ 地震発生直後、自宅から車で８分くらいの場所にある漁港の水門を先に到着していた団員３名と
閉鎖後、車で海抜８ｍの高さの場所に移動し、逃げ遅れた住民がいないか確認中に、津波に巻き込
まれ犠牲となった。 （岩手県大船渡市）

○ 水門閉鎖後、屯所に戻り避難誘導に向かう準備中に、ポンプ車の無線から津波が押し寄せている
との情報が入った。非常事態を住民に知らせるためサイレンを鳴らそうとしたが、停電で作動しな
かった。とっさに倉庫から半鐘を持ち出し、屯所屋上でそれを鳴らし続け、津波に巻き込まれ犠牲と
なった。 （岩手県大槌町）

○ 水門閉鎖後、自隊６名（隊員５名、機関員１名）も避難しながら、避難広報を行っていたが、寝たき
りの老人がいるとの情報があり、隊員５名で屋内進入し、救助活動していたところ、津波により住宅
もろとも押し流され、屋内進入した隊員５名のうち４名と消防車両に残っていた機関員１名が犠牲と
なった。 （岩手県大槌町）

（３）住民の避難・誘導及び救助に関する事例

○ 分団本部に参集後、別の屯所へ向かう途中で避難中の高齢者２名と遭遇し、１名を背中に背負い、
１名を抱えながら避難していたところ、津波に巻き込まれ犠牲となった。 （岩手県陸前高田市）

○ 一度は建物３階へ避難したが、逃げ遅れている住民を発見。避難介助のため路上に戻り、津波に
巻き込まれ犠牲となった。 （岩手県陸前高田市）

消防団員が犠牲となった事例（その１）

※岩手県・宮城県・福島県の沿岸市町村に対するヒアリング結果及び功績調書より作成。
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（３）住民の避難・誘導及び救助に関する事例（続き）

○ 避難誘導中に、津波に足をとられ海に流されそうな人を発見、消防車両に積載してあった消防ホー
スを使用して救助しているとき、再び襲ってきた津波に巻き込まれ３名が犠牲となった。

（岩手県大槌町）

○ 避難広報中に寝たきり老人宅から助けを求められ、避難介助しているとき、津波に巻き込まれ犠
牲となった。 （宮城県仙台市）

○ 海岸近くにいる住民を避難所である小学校へと消防団車両に乗せ往復し、３度目に校舎の昇降口
に着いたところで津波に巻き込まれた。同乗していた住民は校舎内に避難したが、当団員は犠牲と
なった。 （宮城県仙台市）

○ 災害時要援護者の避難や避難しない住民の説得にあたっていた４名が津波に巻き込まれ犠牲と
なった。 （宮城県岩沼市）

○ 日本語が不自由な中国人研修生を含む多くの人々を的確な指示で避難場所まで誘導した後、海

岸付近を見学している多くの人々に高台への避難を呼び掛けている最中に津波に巻き込まれ犠牲
となった。 （宮城県女川町）

○ 避難場所の公会堂で一人暮らしの移動困難な高齢者がいないのに気づき、他の団員１名とともに
高齢者宅に救出に向かい、救出活動を行っていたところ津波に巻き込まれ高齢者と団員２名の計３
名が犠牲となった。 （福島県南相馬市）

（４）その他の事例

○ 住民の避難・誘導を一通り終え、今後の活動について４人で検討しているとき、津波に巻き込まれ
１名が犠牲となった。 （宮城県仙台市）

※岩手県・宮城県・福島県の沿岸市町村に対するヒアリング結果及び功績調書より作成。

消防団員が犠牲となった事例（その２）
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